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金沢外環状道路海側幹線
　地域高規格道路『金沢外環状道路海側幹線（L＝18.5㎞）』は、平成18年に全線供用
した山側幹線（L＝26.4㎞）と一体となって金沢都市圏の骨格を形成し、交通の円滑化
を図る極めて重要な幹線道路です。
　加賀・金沢・能登を連結し、広域交流を促進するとともに、金沢港などの物流拠点へ
のアクセス強化を図ります。

のと
里山
海道

本線部との
接続

3.5 1.5 3.5 3.5 3.5 1.53.5 3.50.5

海側 山側

　（仮称）浅野川橋梁のA1-P6径
間は、将来、本線部（オレンジ色）が
整備された際のランプ部となり、
P6-P9径間は本線部とランプ部の
分合流区間として計画しています。
　そのため、一部区間（P6-P7径
間）については、桁の継ぎ足しがで
きる構造としています。

金沢外環状道路
地域高規格道路

特徴
　（仮称）浅野川橋梁は、北陸鉄道浅野川線、二級河川浅野川、及び堤防上の市道を連続で越える必要があるこ
とから、橋の高さが高いことに加え、橋脚の設置位置や施工時期の制約を受けます。このため、渡河部では
比較的長支間に対応可能な「鋼単純箱桁橋」、また渡河部につながるアプローチ部では、渡河部と比べて制約が
少ないことから、現場製作が可能で、床版厚が薄く曲線橋に適した「ＰＣ中空床版橋」を採用しています。この
ほかに、市道を横断する箇所では「PCバルブT桁橋」としています。

一般県道蚊爪森本停車場線（金沢市大河端町～北寺町地内）

橋梁形式

上部工

（桁高）

橋長

122.9m 113.0m 72.6m 292.0m

5径間連続
PC中空床版橋

（1.3m） （1.8m） （1.4m）（1.6m～2.9m）

下部工 張出式橋脚、逆T式橋台
基礎工 杭基礎（場所打ち杭：L＝37.0～47.5m、ф1200㎜）

2径間単純
鋼箱桁橋

2径間連結
PCバルブT桁橋

10径間連続
PC中空床版橋

路線名（箇所）

道路規格 第3種第2級

設計速度 60㎞/h

600.5m（山側）

整備イメージ

（海側ランプ） （山側ランプ）
本線部

計画の変更
（高強度鉄筋の使用）当初の計画

 

 

橋梁下部工の取り組み

　杭基礎の設計

　事業区間周辺には、厚さ40～50mの軟弱地盤層
が広がっており、大きな地震により激しく揺れる
と、液状化の可能性があります。
　そのため、支持地盤までの長い杭がたくさん必要
となりましたが、従来より高い強度の鉄筋（SD345
→SD490）を使用し、杭1本あたりの強度を高める
ことにより、橋梁全体における杭の本数を削減し、
コスト縮減を図りました。

　杭基礎の施工

　工法の選定については、厚く軟弱な地質条件のほか、計画
位置が建物に近接しており、振動・騒音に配慮する必要
がありました。そこで、周辺での施工実績も踏まえ、場所
打ち杭工法（リバースサーキュレーション工法）を採用して
います。

　躯体のコンクリート

　一部の躯体には、北陸電力七尾
太田火力発電所から発生したフラ
イアッシュ（石炭灰）を混和材と
して利用したコンクリートを使用
しています。これにより、長期強
度が増進するとともに、収縮やひ
び割れが少なくなり、耐久性が向
上します。

⬅
浅野川

0.5

杭の本数
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掘削機械（回転ビットとドリルパイプ）

リバースサーキュレーション工法（1本の杭の設置までの流れ）

大河端町

北寺町
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フライアッシュ（提供 北陸電力（株）） 電子顕微鏡写真（提供 北陸電力（株））
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主桁の組み立て・手延べ機等の設置 送り出し（手延べ機が橋脚に到達する直前）の状況

水平方向の移動が完了

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P5 -P7径間：送出し架設

P5-P6径間の主桁の組み立て・手延べ機等の設置
主桁を水平に送り出すため、勾配のある既設の橋梁の上に架台を設置します。
工場にて製作した主桁を現場に搬入して組み立て、先端に手延べ機を設置します。

主桁の架設・手延べ機の撤去
手延べ機が仮受架台（P6）に到達するまで送り出します。
到達後、手延べ機を撤去しながら、主桁が仮受架台に到達するまで送り出します。

主桁の降下
主桁を降下させて、架設を完了します。

主桁

架台

手延べ機

仮受架台

送り出し

降下

仮受架台

2本目

1本目

クレーン

➡

浅野川

浅野川

手延べ機

手延べ機主桁

架台

P5
P6

P5 P6

PC桁の移動・架設

架設完了

型枠支保工の組立

型枠・鉄筋などの組立

P7 -P９径間：架設桁架設

A1-P5・P9-A2径間：固定支保工架設

架設機の設置・主桁の搬入組立
（橋を架けるための）架設桁や移動式クレーンを設置します。
工場にて分割して製作した主桁を現場へ搬入し、1本の主桁に
組み立てます。

主桁の架設
移動式クレーンにて主桁を移動させ、架設します。
P7-P8径間も同様に架設します。

型枠支保工の設置
コンクリート打設時の安定性を確保するため、橋脚の基礎を利用し
て型枠支保を設置します。

型枠・鉄筋などの組立
型枠・鉄筋などを組み立てます。
このとき、桁を軽くするため、内部に空洞の型枠（円筒型枠）を設置し
ます。

コンクリートの打設・ＰＣケーブルの緊張
型枠内にコンクリートを流し込み、硬化後、ＰＣケーブルを緊張します。

⬅

市道
市道

移動式クレーン
移動

架設桁
主桁

レール

P1 P2 P3 P4 P5

P6

➡

P2 P3 P4 P5

P6 P7

P2

P6-P7径間の主桁の架設
1本目の主桁は送出し架設しますが、2本目の主桁は1本目の主桁の上で組み立てます。
その後、水平方向の移動と降下により、架設が完了します。

（型枠支保）

軟弱地盤

（型枠支保）

型枠 型枠

0
（m）

－10

－20

－30

－40

－50

－60

移動式クレーン

架設桁主桁

主桁

型枠支保

円筒型枠

PCケーブル類

P1 P2 P3 P4 P5
P6

P1 P2 P3 P4 P5
P6

P1 P2 P3

P3 P4 P5
P6 P7

P4 P5
P6

P7 P8 P9 P10

P7 P8 P9 P10

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP1

STEP2

STEP1

STEP2

STEP3

東M MM

（ 工事中）

ｏ

4608コ28・11
松寺幹31L1

4608コ28・12

4608コ28・14

松寺幹31L2

松寺幹31L2S1

松寺幹31左2左1

4608コ28・20
松寺幹31L2L2

4608コ28・21
松寺幹31左2左1直1

織 田寝具
大浦工場

1.7

2.2

2.2

2.1

2.1

2.6

2.1

1.8

1.8

1.8

1.7

2.4

1.9

1.9

2.1

1.9

2.3

3.1

1.6

1.6

1.4

1.4

1.2

1.3

2.1

1.7

1.4

1.3

1.9

1.1

1.1

2.6

2

2
2. 5

Ｃ ｏ

Ｃｏ

（休）

Ｃｏ

Ａｓ

Ｇ
町

汚

汚

引

汚

汚
汚

汚
汚汚汚

汚汚

汚

E
汚汚

M 汚
M

M

ER

アンテナ
as

g

ジ

支

co

空地

空地

空地

空地

co

co

co

4614ヨ56・37

（ 休 ）

大 河 端 町

d

d

標

d

北
鉄
用
地
境
界

(休)

(休)

引

引

引

引

Co

Gr

Gr

引

As
Gr

Gr

(花)

(株)板坂商店

第２倉庫

第３倉庫

事務所

立道哲男

納屋

納屋 納屋

納屋

納屋
前野正直

(有)前野鉄工

長村正男

NTT大浦電話交換所

織田寝具 大浦工場

Gr
(花)

(花)

As

Gr

引

引

 .

(休)

松寺北幹1

下

d

汚

汚
量Ｖ

止

止

汚

Ｖ

汚

止
止ＷＶ 汚

下

止
止

仕

汚

汚

Ｗ

イチジク

カキ
カキ

カキ

ウメ
ウメ

散

下
下

止

汚

汚

汚

NTT

汚

量

d

汚

汚

汚

汚

汚

汚汚

汚汚

汚

下

汚 量

Ｖ
物
置

Ａｓ

A

.

-1

.

.

-
00

　

　

　
　

粘性土層

土層凡例

砂質土層

礫質土層

浅野川

122.9m

5径間連続PC中空床版橋 2径間単純鋼箱桁橋 2径間連結PCバルブT桁橋 10径間連続PC中空床版橋
46.6m 66.4m 72.6m 292.0m
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主桁の組み立て・手延べ機等の設置 送り出し（手延べ機が橋脚に到達する直前）の状況

水平方向の移動が完了

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P5 -P7径間：送出し架設

P5-P6径間の主桁の組み立て・手延べ機等の設置
主桁を水平に送り出すため、勾配のある既設の橋梁の上に架台を設置します。
工場にて製作した主桁を現場に搬入して組み立て、先端に手延べ機を設置します。

主桁の架設・手延べ機の撤去
手延べ機が仮受架台（P6）に到達するまで送り出します。
到達後、手延べ機を撤去しながら、主桁が仮受架台に到達するまで送り出します。

主桁の降下
主桁を降下させて、架設を完了します。

主桁

架台

手延べ機

仮受架台

送り出し

降下

仮受架台

2本目

1本目

クレーン

➡

浅野川

浅野川

手延べ機

手延べ機主桁

架台

P5
P6

P5 P6

PC桁の移動・架設

架設完了

型枠支保工の組立

型枠・鉄筋などの組立

P7 -P９径間：架設桁架設

A1-P5・P9-A2径間：固定支保工架設

架設機の設置・主桁の搬入組立
（橋を架けるための）架設桁や移動式クレーンを設置します。
工場にて分割して製作した主桁を現場へ搬入し、1本の主桁に
組み立てます。

主桁の架設
移動式クレーンにて主桁を移動させ、架設します。
P7-P8径間も同様に架設します。

型枠支保工の設置
コンクリート打設時の安定性を確保するため、橋脚の基礎を利用し
て型枠支保を設置します。

型枠・鉄筋などの組立
型枠・鉄筋などを組み立てます。
このとき、桁を軽くするため、内部に空洞の型枠（円筒型枠）を設置し
ます。

コンクリートの打設・ＰＣケーブルの緊張
型枠内にコンクリートを流し込み、硬化後、ＰＣケーブルを緊張します。
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P6-P7径間の主桁の架設
1本目の主桁は送出し架設しますが、2本目の主桁は1本目の主桁の上で組み立てます。
その後、水平方向の移動と降下により、架設が完了します。
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浅野川
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5径間連続PC中空床版橋 2径間単純鋼箱桁橋 2径間連結PCバルブT桁橋 10径間連続PC中空床版橋
46.6m 66.4m 72.6m 292.0m
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海側幹線Ⅳ期海側幹線Ⅳ期

（仮称）浅野川橋梁（仮称）浅野川橋梁

問い合わせ先
石川県県央土木総合事務所　☎076（239）3901／Email　  e250113@pref.ishikawa.lg.jp

金沢外環状道路  海側幹線について
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenouciv/jigyou/douro1.html

海側幹線Ⅳ期工事の進捗状況について
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenouciv/jigyou/sotokan.html

2021年7月作成

金
沢
外
環
状
道
路 （
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） 1
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3.2km

白山総合
車両所

金沢外環状道路海側幹線
　地域高規格道路『金沢外環状道路海側幹線（L＝18.5㎞）』は、平成18年に全線供用
した山側幹線（L＝26.4㎞）と一体となって金沢都市圏の骨格を形成し、交通の円滑化
を図る極めて重要な幹線道路です。
　加賀・金沢・能登を連結し、広域交流を促進するとともに、金沢港などの物流拠点へ
のアクセス強化を図ります。

のと
里山
海道

本線部との
接続

3.5 1.5 3.5 3.5 3.5 1.53.5 3.50.5

海側 山側

　（仮称）浅野川橋梁のA1-P6径
間は、将来、本線部（オレンジ色）が
整備された際のランプ部となり、
P6-P9径間は本線部とランプ部の
分合流区間として計画しています。
　そのため、一部区間（P6-P7径
間）については、桁の継ぎ足しがで
きる構造としています。

金沢外環状道路
地域高規格道路

特徴
　（仮称）浅野川橋梁は、北陸鉄道浅野川線、二級河川浅野川、及び堤防上の市道を連続で越える必要があるこ
とから、橋の高さが高いことに加え、橋脚の設置位置や施工時期の制約を受けます。このため、渡河部では
比較的長支間に対応可能な「鋼単純箱桁橋」、また渡河部につながるアプローチ部では、渡河部と比べて制約が
少ないことから、現場製作が可能で、床版厚が薄く曲線橋に適した「ＰＣ中空床版橋」を採用しています。この
ほかに、市道を横断する箇所では「PCバルブT桁橋」としています。

一般県道蚊爪森本停車場線（金沢市大河端町～北寺町地内）

橋梁形式

上部工

（桁高）

橋長

122.9m 113.0m 72.6m 292.0m

5径間連続
PC中空床版橋

（1.3m） （1.8m） （1.4m）（1.6m～2.9m）

下部工 張出式橋脚、逆T式橋台
基礎工 杭基礎（場所打ち杭：L＝37.0～47.5m、ф1200㎜）

2径間単純
鋼箱桁橋

2径間連結
PCバルブT桁橋

10径間連続
PC中空床版橋

路線名（箇所）

道路規格 第3種第2級

設計速度 60㎞/h

600.5m（山側）

整備イメージ

（海側ランプ） （山側ランプ）
本線部

計画の変更
（高強度鉄筋の使用）当初の計画

 

 

橋梁下部工の取り組み

　杭基礎の設計

　事業区間周辺には、厚さ40～50mの軟弱地盤層
が広がっており、大きな地震により激しく揺れる
と、液状化の可能性があります。
　そのため、支持地盤までの長い杭がたくさん必要
となりましたが、従来より高い強度の鉄筋（SD345
→SD490）を使用し、杭1本あたりの強度を高める
ことにより、橋梁全体における杭の本数を削減し、
コスト縮減を図りました。

　杭基礎の施工

　工法の選定については、厚く軟弱な地質条件のほか、計画
位置が建物に近接しており、振動・騒音に配慮する必要
がありました。そこで、周辺での施工実績も踏まえ、場所
打ち杭工法（リバースサーキュレーション工法）を採用して
います。

　躯体のコンクリート

　一部の躯体には、北陸電力七尾
太田火力発電所から発生したフラ
イアッシュ（石炭灰）を混和材と
して利用したコンクリートを使用
しています。これにより、長期強
度が増進するとともに、収縮やひ
び割れが少なくなり、耐久性が向
上します。

⬅
浅野川

0.5

杭の本数
削減

掘削機械（回転ビットとドリルパイプ）

リバースサーキュレーション工法（1本の杭の設置までの流れ）

大河端町

北寺町

⬅浅野川

金沢外環状道路
地 域 高 規 格 道 路

フライアッシュ（提供 北陸電力（株）） 電子顕微鏡写真（提供 北陸電力（株））
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主桁の組み立て・手延べ機等の設置 送り出し（手延べ機が橋脚に到達する直前）の状況

水平方向の移動が完了

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

北陸鉄道

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P1 P2 P3 P4 P5

P6

P5 -P7径間：送出し架設

P5-P6径間の主桁の組み立て・手延べ機等の設置
主桁を水平に送り出すため、勾配のある既設の橋梁の上に架台を設置します。
工場にて製作した主桁を現場に搬入して組み立て、先端に手延べ機を設置します。

主桁の架設・手延べ機の撤去
手延べ機が仮受架台（P6）に到達するまで送り出します。
到達後、手延べ機を撤去しながら、主桁が仮受架台に到達するまで送り出します。

主桁の降下
主桁を降下させて、架設を完了します。

主桁

架台

手延べ機

仮受架台

送り出し

降下

仮受架台

2本目

1本目

クレーン

➡

浅野川

浅野川

手延べ機

手延べ機主桁

架台

P5
P6

P5 P6

PC桁の移動・架設

架設完了

型枠支保工の組立

型枠・鉄筋などの組立

P7 -P９径間：架設桁架設

A1-P5・P9-A2径間：固定支保工架設

架設機の設置・主桁の搬入組立
（橋を架けるための）架設桁や移動式クレーンを設置します。
工場にて分割して製作した主桁を現場へ搬入し、1本の主桁に
組み立てます。

主桁の架設
移動式クレーンにて主桁を移動させ、架設します。
P7-P8径間も同様に架設します。

型枠支保工の設置
コンクリート打設時の安定性を確保するため、橋脚の基礎を利用し
て型枠支保を設置します。

型枠・鉄筋などの組立
型枠・鉄筋などを組み立てます。
このとき、桁を軽くするため、内部に空洞の型枠（円筒型枠）を設置し
ます。

コンクリートの打設・ＰＣケーブルの緊張
型枠内にコンクリートを流し込み、硬化後、ＰＣケーブルを緊張します。

⬅

市道
市道

移動式クレーン
移動

架設桁
主桁

レール

P1 P2 P3 P4 P5

P6

➡

P2 P3 P4 P5

P6 P7

P2

P6-P7径間の主桁の架設
1本目の主桁は送出し架設しますが、2本目の主桁は1本目の主桁の上で組み立てます。
その後、水平方向の移動と降下により、架設が完了します。

（型枠支保）

軟弱地盤

（型枠支保）
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粘性土層

土層凡例

砂質土層

礫質土層

浅野川

122.9m

5径間連続PC中空床版橋 2径間単純鋼箱桁橋 2径間連結PCバルブT桁橋 10径間連続PC中空床版橋
46.6m 66.4m 72.6m 292.0m

市道 市道市道

北陸鉄道 浅野川線
市道

市道

：本線部

（仮称）浅野川橋梁 橋長600.5m（山側）

一般部 渡河部 一般部
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➡

2本目の架設までの流れ

移動

1本目

2本目

P7

降下




